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２０２６と２０２５と２０２７ 

 

 ２０２６は，平方数である２０２５と，素数である２０２７に挟まれています。このように，直前の整数

が平方数で直後の整数が素数であるような整数のうちで，１より大きく２０２６より小さい数を考えます。 

 

（１）このような数のうちで，最小のものを答えなさい。 

 

（２）このような数のうちで，最大のものを答えなさい。 

 

（３）…おまけの問題で，とばしてよいでしょう。 

  このような数は何個ありますか。 
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２０２５と２０２６と２０２７ （１）１０ （２）１５２２ （３）６個 

 

（１）６で割ったときの余りが０，２，３，４となる数は２か３の倍数なので，２と３を除けば素数ではあ

りません。素数は６で割った余りが１か５の数です。 

   連続する３つの整数の３個目が６で割って１余る整数の場合，３つの整数は 

  （余り５），（余り０），（余り１）です。ところが，６で割った余りが５となる平方数は存在しません。

平方数と６で割った余りの関係は次の表の通りです。 

 

もとの数 平方数 ６で割った余り 

０ ０ ０ 

１ １ １ 

２ ４ ４ 

３ ９ ３ 

４ １６ ４ 

５ ２５ １ 

 

 連続する３つの整数の３個目が６で割って５余る整数の場合，３つの整数は 

  （余り３），（余り４），（余り５）です。６で割った余りが３である平方数は，もとの数も６で割った余

りが３です。２０２５＝４５×４５なので，４５未満の６で割って３余る数を考えます。 

   ３×３＝９のとき，９＋２＝１１は素数なので，１０が最小です。 

 

（２）３９×３９＝１５２１，１５２１＋２＝１５２３が素数かどうかを考えます。１５２３が合成数の場

合，素因数分解において現れる最小の素数は３９以下です。３９以下の素数で順に割っていくと，どれ

でも割ることができないので，１５２３は素数です。よって，１５２２が最大です。 

 

（３）９×９＋２＝８３は素数， 

１５×１５＋２＝２２７は素数， 

２１×２１＋２＝４４３は素数， 

２７×２７＋２＝７３１＝１７×４３は合成数， 

３３×３３＋２＝１０９１は素数， 

  となるので，（１）（２）の２個とあわせて，６個です。 
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